
 

やらせメール、公聴会を請け負

う大手広告会社、エネ庁による報

道の監視などかつては一部のメデ

ィアしか報じなかった問題をマス

コミでも報道するようになり「安

全神話」のベールが少しずつめく

れ、「原子力〝ムラ〟」の姿が少

しだけ見えてきました。 

それではこの「安全神話」はど

のようにしてできてきたのでしょ

うか。原子力研究開発機構で働く

研究者からリアルな現状をお聞き

し、みんなで議論してみたいと思

います。 

第第 2266 回回市市民民とと言言論論シシンンポポジジウウムム  

原原発発「「安安全全神神話話」」はは

どどううつつくくらられれたたののかか  
１０ 月１１ 日(火)１８ 時半～ 
なごや npo ボランティアセンター 
伏見ライフプラザ１２Ｆ（夜間は南側入り口から） 
地下鉄「伏見駅」６番出口徒歩５分 
参加自由 （社会人 800 円 学生 500 円） 

主催 市民と言論実行委員会 
(市民とメディア研究会・あくせす、日本ジャーナリスト会議東海、メディア夜塾、新聞労連東海地連、民放労連

東海地連、日放労（ＮＨＫ労組）中部支部、全印総連愛知地連、愛労連) 
問い合わせ先 日本ジャーナリスト会議東海(大西) ｔｅｌ ０５２－８０３－２９７０ 

シンポジスト 

花島 進（原研労組書記長） 

ＪＡＥＡ（原研＝日本原子力研究開発機構）で加速器

制御の研究者。「フクシマ」の事故以後、原研の現場で

は何が語られ、何が行われているのか。原子力研究最

前線の今を語る。 

柘植 新（名古屋大学名誉教授、分析化学） 

原発ができ、すでに 60 年以上がたつが、なぜ「安全」

な技術は確立しなかったのか。「安全神話」の系譜と研

究者の関わり、原子力ムラの構図を語る。 

 

伊達市の小学校での除染活動 

福島では JAEA も関わって安全を確保しな

がら除染作業が行われている。子ども達を

放射線から守るために住民は必死だ。 


